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東
北
中
央
自
動
車
道
の
栗
子
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）

は
二
十
二
日
、
貫
通
す
る
。
総
延
長
八
千
九
百
七
十

ニ
M
と
東
北
で
最
長
、
全
国
五
番
目
の
長
さ
を
誇
る
。

平
成
二
十
九
年
度
に
開
通
予
定
の
福
島
ジ
ヤ
ン
ク
シ

ョ
ン
（
J
C
T
）
｜
米
沢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
I

C
）
間
二
十
八
J
の
約
三
分
の
一
を
占
め
、
無
料
通

行
の
道
路
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
は
全
国
最
長
だ
。
貫
通

ま
で
の
大
工
事
と
「
万
世
大
路
（
ば
ん
せ
い
た
い
ろ
）
」

と
呼
ば
れ
突
通
の
難
所
だ
っ
た
福
島
l
米
沢
聞
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
そ
の
将
来
像
を
探
る
。

島

， ., 

畠－不

ル
が
変
形
し
な
い
よ
う
、

鉄
製
の
支
柱
を
多
く
使
っ

た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補

き
に
伴
い
、
国
が
「
直
轄

高
速
」
と
し
て
十
五
年
度

か
ら
工
事
を
進
め
た
。
同

④ 

〈水曜日〉

粟
子
ト
ン
ネ
ル
の
最
高

地
点
は
海
抜
四
四

O
M

と
、
現
在
の
二
ニ
号
国
道

よ
り
も
二
百

M
ほ
ど
低
い

で
き
る
カ
メ
ラ
や
、
火
災

発
生
時
の
水
噴
霧
設
備
な

ど
も
完
備
さ
れ
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
生
命
を
守
る
。

福
島
側
か
ら
の
掘
削
工

事
に
携
わ
っ
た
清
水
・
大

豊
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
の
新
居
直
人
現
場
所

長
（
六
一
）
は
「
五
年
近
く
に

わ
た
っ
た
大
工
事
が
や
っ

と
一
区
切
り
を
迎
え
る
。

国
内
有
数
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
に
関
わ
れ
て
感
慨
深

い
」
と
貫
通
式
を
心
待
ち

に
し
た
。

日9
 

月
一
貫
通
式
を
目
前
に
し
た

3
一
十
八
日
、
栗
子
ト
ン
ネ
ル

年
一
の
工
事
現
場
で
は
、
岩
盤

μ
一
を
削
る
大
型
機
械
や
発
破

防
一
の
音
が
激
し
く
鳴
り
響
い

ο一
た
。
一
一
十
一
年
八
月
か
ら

年
一
四
年
七
カ
月
を
要
し
た
大

凶
一
工
事
も
残
り
わ
ず
か
。
最

O
一
後
の
数
M
の
掘
削
が
山
形

2
一
県
側
か
ら
続
く
。

昨
夏
、
工
事
は
ト
ン
ネ

ル
か
ら
地
表
ま
で
の
高
さ

が
六
百
M
も
あ
る
区
間
に

入
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル
上
部

に
大
き
な
圧
力
が
か
か

り
、
崩
落
の
危
険
性
が
高

ま
っ
た
。
掘
削
の
ペ

1
ス

を
一
日
二

M
程
度
と
こ
れ

ま
で
の
約
三
分
の
一
に
落

と
し
た
。
二
一
井
住
友
建
設

の
午
田
久
雄
現
場
所
長

宝
七
）
は
「
圧
力
で
ト
ン
ネ

緊
急
設
備
や
カ
メ
ラ
完
備

強
し
な
が
ら
慎
重
に
掘
り

進
め
た
」
と
振
り
返
る
。

福
島
J
C
T｜
米
沢
北

I
C閣
の
三
十
七
J
は
平

成
十
年
に
日
本
道
路
公
団

（
現
東
日
本
高
速
道
路
）

が
事
業
に
着
手
し
た
。
し

か
し
公
団
の
民
営
化
の
動

区
間
は
完
成
後
、
一
般
国

道
と
同
様
に
無
料
で
通
行

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
全

体
事
業
費
は
千
八
百
八
十

億
円
強
で
、
こ
の
う
ち
栗

子
ト
ン
ネ
ル
貫
通
の
事
業

費
は
約
百
六
十
五
億
円
を

占
め
る
。

場
所
に
な
る
。
こ
の
た
め

勾
配
が
な
だ
ら
か
で
走
行

し
や
す
く
な
る
。
さ
ら
に
、

ト
ン
ネ
ル
と
並
行
す
る
形

で
幅
三
好
ほ
ど
の
避
難
用

ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
万
が

一
へ
の
備
え
が
施
さ
れ
て

い
る
。
内
部
状
祝
を
確
認
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一
宇
年
代
に
入
る
と
自

説
明
籾
叫
ん剥
翼

動
車
の
普
及
に
対
応
す
る

…ゅ

た
め
の
改
良
工
事
が
行
わ

♂唱

れ
た
。
四
十
一
年
に
は
栗

子
隠
道
を
便
わ
ず
、
東
栗

子
ト
ン
ネ
ル
と
西
栗
子
ト

ン
ネ
ル
を
通
る
二
二
号
国

道
ル
l
ト
が
完
成
し
た
。

こ
れ
が
現
在
の
「
第
三
世

代
」
で
最
高
地
点
は
六
百

二
十
六
M
と
、
菓
子
隠
道

と
比
べ
約
二
百
五
十

M
下

を
通
過
す
る
よ
う
に
な
っ

か
ら
輸
入
し
、
員
通
さ
せ

た
。
人
と
荷
馬
車
の
み
が

通
行
で
き
る
道
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
突
通
事
情
の

変
化
に
伴
い
道
路
が
拡
幅

さ
れ
た
。
昭
和
十
二
年
か

ら
車
が
通
行
可
能
に
な

り
、
「
第
二
世
代
」
と
な

っ
た
。
山
形
県
側
の
隠
道

入
り
口
脇
に
新
た
な
入
り

口
を
掘
り
、
屈
折
し
て
い

た
ト
ン
ネ
ル
内
を
直
線
で

通
れ
る
よ
う
に
し
た
。
そ

（第三種郵便物認可）

じ〉中 <l

2014 福島民報社

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
」

と
工
事
が
進
む
「
第
四
世

代
」
の
東
北
中
央
自
動
車

道
に
期
待
す
る
。

「
初
代
」
の
福
島
1

米

沢
間
約
五
十
J
の
道
を
通

す
た
め
に
最
も
困
難
を
極

め
た
の
が
、
栗
子
峠
の
頂
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「第

4
世
代
」

上
に
近
い
標
高
約
八
百
八

十
M
地
点
を
通
る
栗
子
隠

道
（
ず
い
ど
う
）
工
事
だ

っ
た
。
強
固
な
岩
盤
で
、

当
時
、
世
界
に
一
二
台
し
か

な
か
っ
た
削
岩
機
を
米
国

先
人
の
先
見
性
た
た
え
る

た
。
日
々
、
東
北
の
物
流

を
支
え
て
い
る
。
鹿
摩
さ

ん
は
「
万
世
大
路
は
改
良

が
加
え
ら
れ
、
百
三
十
年

余
に
わ
た
り
交
通
の
要
所

と
な
っ
て
い
る
。
最
初
に

れ
で
も
冬
場
の
五
カ
月
は

積
雪
で
通
行
止
め
に
な
っ

て
い
た
。
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二
十
二
日
に
貫
通
す
る

島
栗
子
ト
ン
ネ
ル
。
東
北
中

一
央
自
動
車
道
の
福
島
ジ
ャ

一
ン
ク
シ
ョ
ン
（
J
C
T）

一l
l
米
沢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

吉
田
一
ジ
（
I
C）
聞
の
最
難
関

－Z
工
事
が
区
切
り
を
迎
え
る

一
こ
と
で
、
平
成
二
十
九
年

目開
宣金

さ
れ
る
。

一
三
号
国
道
の
栗
子
峠

周
辺
は
連
続
雨
量
が
一
八

O
戸
を
超
え
た
り
、
降
雪

時
に
風
速
二
ハ

M
の
風
が

吹
い
た
り
す
る
と
規
制
が

か
か
り
、
通
行
で
き
な
く

な
る
。
十
六
年
か
ら
二
十

I>下 <l

二
十
日
も
栗
子
峠
付

近
の
道
路
に
は
雪
が
降

り
積
も
り
、
慎
重
に
運
転

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
姿

が
見
ら
れ
た
。
東
北
中
央

自
動
車
道
が
開
通
す
れ

ば
、
通
行
に
最
も
支
障
が

出
や
す
い
峠
部
分
を
全

長
約
九
J
に
わ
た
る
栗

子
ト
ン
ネ
ル
で
回
避
で
き

る。
国
土
交
通
省
福
島
河
川

国
道
事
務
所
の
安
部
勝
也

ば
、
万
が
一
の
事
態
へ
の

備
え
に
も
な
る
」
と
強
調

す
る
。道

路
と
合
わ
せ
、
新
た

な
I
C
の
整
備
な
ど
経
済

面
に
与
え
る
影
響
も
大
き

い
。
安
部
所
長
は
「
福
島

側
か
ら
み
て
、
大
笹
生
I

C
が
持
つ
潜
在
能
力
は
高

い
」
と
分
析
す
る
。
周
辺

へ
の
企
業
誘
致
、
各
種
施

設
の
建
設
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
を
秘
め
て
い

安
全
性

向
上
に
期
待

日幻
一度
が
目
標
の
同
区
間
開
通

月
一
へ
大
き
く
前
進
す
る
。
福

3
一島
市
の
大
笹
生
I
Cか
ら

年
一米
沢
I
Cま
で
の
所
要
時

M
一間
は
約
二
十
分
と
現
在
の

同
一
二
ニ
号
国
道
と
比
べ
半
分

ο一
に
短
縮
さ
れ
、
安
全
性
の

年
一向
上
や
経
済
効
果
が
期
待

4
 

0
 

2
 

四
年
に
か
け
、
降
雪
な
ど

に
よ
る
通
行
止
め
は
年
平

均
六
回
を
数
え
る
。
四
号

国
道
を
北
上
す
る
迂
回

（
う
か
い
）
路
は
約
二
時
間

を
要
し
、
物
流
面
で
大
き

な
足
か
せ
と
な
っ
て
い

る。

経
済
の
発
展
に
も
可
能
性

所
長
（
四
ニ）
は
「
東
北
中
央

自
動
車
道
は
過
酷
な
自
然

状
況
に
強
い
構
造
に
な
っ

て
い
る
。
無
料
通
行
の
幹

線
道
路
が
二
本
に
増
え
れ

る
と
い
う
。

国
の
復
興
支
援
道
路
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
東

北
中
央
自
動
車
道
の
福
島

｜
相
馬
聞
が
、
早
け
れ
ば

三
十
二
年
度
に
全
面
開
通

す
る
。
太
平
洋
に
面
す
る

浜
通
り
と
山
形
が
高
規
格

幹
線
道
路
で
つ
な
が
る
こ

と
で
、
観
光
面
の
効
果
も

せる自つで土は期
るい動て、台「待
。未車い価。道さ
来道く値活路れ
にが」は用はる
思もと大の地 a.,... // 
いた 東き仕域安 F ＿，；／＂＂~ 
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